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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ  
ＤＣ金利連動アロケーション型 

バランスファンド 
 

愛称：ＤＣオートマくん 

 
 

第19期（決算日：2026年７月22日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

ここに謹んで運用経過等をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 無期限（2007年８月10日設定） 

運 用 方 針 

主として、三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド受益証
券、日本債券マザーファンド受益証券、外国株式マザーファンド
受益証券、三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド受益
証券への投資を通じて国内株式、国内債券、外国株式、外国債券
に分散投資を行うバランス型運用部分と、マネー・マーケット・
マザーファンド受益証券への投資を通じてわが国の短期公社債
に投資を行う安定運用部分に、それぞれ投資を行います。バラン
ス型運用部分における各資産への配分比率は、国内株式20％程
度、国内債券40％程度、外国株式20％程度、外国債券20％程度と
することを基本とします。わが国の短期金利水準の変動に応じ
て、バランス型運用部分と安定運用部分への配分比率を変動させ
るものとし、当該短期金利水準の上昇に伴い安定運用部分への配
分比率を引き上げ、当該短期金利水準の低下に伴い安定運用部分
への配分比率を引き下げます。なお、安定運用部分への配分比率
は以下の範囲内とします。 

下限： 短期金利水準が０％以下のとき、純資産総額に対して
５％程度 

上限： 短期金利水準が４％以上のとき、純資産総額に対して
80％程度 

実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジは行いま
せん。 
マザーファンド受益証券の組入比率は高位を維持することを基
本とします。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド受
益証券、日本債券マザーファンド受益証券、外国
株式マザーファンド受益証券、三菱ＵＦＪ 海外
債券アクティブマザーファンド受益証券および
マネー・マーケット・マザーファンド受益証券を
主要投資対象とします。このほか、内外の株式・
公社債等に直接投資することがあります。 

三菱ＵＦＪ 日本株 
アクティブマザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とします。 

外 国 株 式 
マザーファンド 

外国の株式を主要投資対象とします。 

日 本 債 券 
マザーファンド 

わが国の公社債を主要投資対象とします。 

三菱ＵＦＪ 海外債券 
アクティブマザーファンド 

わが国を除く世界主要国の公社債を主要投資対
象とします。 

マネー・マーケット・ 
マザーファンド 

わが国の公社債等を主要投資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

株式への実質投資割合は、信託財産の純資産総
額の50％以下とします。 
外貨建資産への実質投資割合は、信託財産の純
資産総額の50％以下とします。 

三菱ＵＦＪ 日本株 
アクティブマザーファンド 

株式（新株引受権証券および新株予約権証券を
含みます。）への投資割合には制限を設けませ
ん。外貨建資産への投資は行いません。 

外 国 株 式 
マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けません。外貨建
資産への投資割合に制限を設けません。 

日 本 債 券 
マザーファンド 

外貨建資産への投資は行いません。 

三菱ＵＦＪ 海外債券 
アクティブマザーファンド 

外貨建資産への投資に制限を設けません。 

マネー・マーケット・ 
マザーファンド 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を含みます。）
等の全額を分配対象額とし、分配金額は、基準価額水準、市況動
向等を勘案して、委託会社が決定します。ただし、分配対象収益
が少額の場合には、分配を行わないことがあります。  

  
 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の成長を優先し、原則
として分配を抑制する方針とします。（基準価額水準や市況動
向等により変更する場合があります。） 

◇MUZ-250625-0000-20260722◇ 
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三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

本資料の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 （ 参 考 指 数 ） 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

債  券 
先物比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

合成指数 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

15期(2022年７月22日) 16,184 0 1.4 17,993 2.5 37.7 － 55.3 － 11,001 

16期(2023年７月24日) 17,162 0 6.0 19,374 7.7 37.8 － 55.1 － 12,200 

17期(2024年７月22日) 18,754 0 9.3 21,558 11.3 36.9 － 54.8 － 13,187 

18期(2025年７月22日) 18,857 0 0.5 21,905 1.6 34.0 － 48.5 0.7 13,223 

19期(2026年７月22日) 21,445 0 13.7 24,552 12.1 30.8 － 47.3 0.3 15,213 
 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） 当ファンドの参考指数は、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）20％、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合40％、ＭＳＣＩコクサイ・イン

デックス（配当込み、円換算ベース）20％およびＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本・円ベース）20％で組み合わせたバランス

型運用部分の合成指数と、安定運用部分の無担保コール翌日物レートに弊社で算出した配分比率を乗じた合成指数です。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載

しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 （ 参 考 指 数 ） 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 合 成 指 数 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 

2025年７月22日 18,857 － 21,905 － 34.0 － 48.5 0.7 

７月末 19,030 0.9 22,107 0.9 34.2 － 47.9 0.7 

８月末 19,131 1.5 22,280 1.7 34.1 － 48.7 0.8 

９月末 19,411 2.9 22,596 3.2 34.2 － 48.4 0.4 

10月末 20,102 6.6 23,229 6.0 34.8 － 48.4 － 

11月末 20,113 6.7 23,340 6.6 34.2 － 49.1 0.3 

12月末 20,130 6.8 23,377 6.7 33.3 － 48.5 1.0 

2026年１月末 20,320 7.8 23,418 6.9 32.9 － 48.7 0.6 

２月末 21,096 11.9 24,096 10.0 32.2 － 46.2 0.6 

３月末 20,288 7.6 23,275 6.3 30.1 － 46.9 0.5 

４月末 21,134 12.1 23,951 9.3 32.6 － 45.4 0.5 

５月末 21,569 14.4 24,338 11.1 32.0 － 46.3 0.3 

６月末 21,494 14.0 24,478 11.7 31.2 － 46.9 0.3 

(期  末)         

2026年７月22日 21,445 13.7 24,552 12.1 30.8 － 47.3 0.3 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載

しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

運用経過
第19期：2025年７月23日～2026年７月22日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

参考指数：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 1 9 期 首 18,857円
第 1 9 期 末 21,445円
既払分配金 0円
騰 落 率 13.7％

三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド
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三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

基準価額の主な変動要因

基準価額は期間の初めに比べ13.7％の上昇となりました。
基準価額の動き

当期間は、米国の関税政策をめぐる不透明感が後退に向かうな
か、生成ＡＩの普及期待が株式市場をけん引しました。また、米
国では2025年９月からの利下げも株式市場の上昇要因となりま
した。日本では2025年10月に高市政権が発足し、積極的な財政
支出への期待が高まり国内株式市場を支えました。

日銀は国内のインフレ基調定着を背景に段階的に政策金利を引き
上げ、金融政策の正常化を進めました。また、対米関税交渉にお
ける防衛費増額観測などから財政拡張懸念が高まるなかで日本の
長期金利が上昇し、基準価額の下落要因となりました。

上昇要因

下落要因

基準価額の主な変動要因の内訳は以下の通りです。
内訳
三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド 　9.7％程度
外国株式マザーファンド 　3.8％程度
日本債券マザーファンド △1.6％程度
三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 2.1％程度
マネー・マーケット・マザーファンド 0.1％程度
その他（信託報酬等） △0.4％程度

三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド
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三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

第19期：2025年７月23日～2026年７月22日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
中東における緊張の高まりなどから下落
する局面もありましたが、高市政権の発
足に伴う積極財政運営への期待、世界的
な人工知能（ＡＩ）の開発・普及に向け
た投資拡大への期待が高まったことなど
を背景に、期間を通じてみますと堅調な
推移となりました。

  外国株式市況
外国株式市況は上昇しました。
期間の初めから2026年２月にかけては、
米国の雇用統計などの一部経済指標の結
果を受けて、米連邦準備制度理事会（Ｆ
ＲＢ）による利下げ観測が高まったこと
や、米政府の対中半導体輸出規制緩和等
がプラス材料となりました。その後、米
国・イスラエルとイラン間の軍事衝突に
収束の兆しがみえず原油価格が騰勢を強
めるなかで、インフレ懸念の高まりを背
景にＦＲＢの利下げ観測が後退したこと
等がマイナス材料となる局面もあったも
のの、人工知能（ＡＩ）関連分野への投
資拡大期待を背景とした半導体関連銘柄
への買いが継続したことや、米国・イラ
ン間での和平合意観測を背景に投資家の
リスク選好度が高まったこと等がプラス
材料となり、当期間を通じてみると上昇

しました。 

  国内債券市況
国内金利は上昇しました。
国内金利は、日銀による政策金利引き上
げなどを背景に上昇しました。

  外国債券市況
米独長期金利は上昇しました。
米国長期金利は、軟調な労働市場を背景
に利下げ観測が高まったことなどから、
2026年２月にかけて低下基調で推移しま
した。その後、米国とイスラエルによる
イラン攻撃を受けて、エネルギー価格の
上昇を通じてインフレ再燃への懸念が強
まったことなどから、米国長期金利は上
昇基調に転じ、期間を通じてみると米国
長期金利は上昇となりました。独長期金
利は、前記インフレ再燃への懸念などを
背景に上昇しました。

  為替市況
米ドル・ユーロは対円で上昇しました。
日本で緩和的な金融政策を志向している
とみられている自民党の高市氏が首相に
就任し、日銀による利上げ時期の後ろ倒
しが意識されたことや、衆議院選挙へ向
けて日本の財政拡大懸念が高まったこと
などを背景に、米ドル・ユーロは対円で

三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド
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三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

上昇しました。   国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は、プラス圏で
の推移となりました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケー
ション型バランスファンド
内外の株式や債券を実質的な主要投資対
象とし、わが国の短期金利水準の変動に
応じて投資配分比率を変動させることに
より、安定した収益の確保と着実な値上
がり益の獲得をめざした運用を行いまし
た。
主として、各マザーファンドへの投資を
通じて国内株式、国内債券、外国株式、
外国債券に分散投資を行うバランス型運
用部分とマネー・マーケット・マザー
ファンドへの投資を通じてわが国の短期
公社債に投資を行う安定運用部分に、そ
れぞれ投資を行いました。

資産配分比率は、国内の短期金利水準に
応じて変動します。当期間は日銀による
政策金利引き上げを受けて安定運用部分
を14.375％程度から20.000％程度へ段
階的に引き上げました。残りはバランス
型運用部分に配分し、その内訳は従前通
り基本の配分比率としました。

バランス型運用部分における各資産への
配分比率は、以下の比率とすることを基
本とします。
三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド 20％程度
外国株式マザーファンド 20％程度
日本債券マザーファンド 40％程度
三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 20％程度

三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド
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三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

  三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマ
ザーファンド
運用チームによる会社訪問も含め、徹底
的に企業分析を行ってまいりました。
企業が営む事業のオーナーになれるかと
いう視点から事業と経営者を評価し、企
業が事業から着実にキャッシュを生み出
す力を分析したうえで、（株主価値＞株
価）と判断される銘柄を選別することに
努めました。
組入銘柄数は57～64で推移させました。

個々の株価水準や新規投資候補銘柄との
相対比較などを勘案し、適宜銘柄入れ替
えを行いました。
当期間では、「リクルートホールディング
ス」、「キオクシアホールディングス」な
ど９銘柄を新規に組み入れた一方、より
投資魅力度が高いと考えた銘柄への入替
対象とした「丸紅」や「Ｓａｎｓａｎ」
など14銘柄を全株売却しました。

（ご参考）

■資産別組入比率の推移 （月末ベース）
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三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

  外国株式マザーファンド
中長期的にベンチマークを上回る投資成
果をめざして運用を行いました。
超過収益の源泉を主として銘柄選択にお
き、独自の企業調査に基づくボトムアッ
プの銘柄選択でアクティブ運用を行いま
した。銘柄選択にあたっては、長期の企
業収益予想に基づくバリュエーション
（株価評価）モデルを用い、魅力度が低
下したと判断した銘柄などを売却し、魅
力度が上昇したと判断した銘柄などを購
入しました。
外国株式の組入比率については、期間を
通じて高位を維持しました。
過去一定期間においては、モメンタム主
導の相場環境が継続したことなどが当
ファンドにとって逆風となりました。一
方で、今後は一部の高成長銘柄に対する
市場の過熱感が収まり、ファンダメンタ
ルズが重視される相場環境へ移行するこ
とで、当ファンドの運用戦略が有効性を
発揮すると考えています。引き続き、Ｊ
Ｐモルガン・アセット・マネジメント
（ＵＫ）リミテッドと密にコミュニケー
ションを取り、パフォーマンス改善状況
について注意深くモニタリングしつつ、
投資成果の向上に向けた取り組みを継続
してまいります。

  日本債券マザーファンド
ベンチマークを上回る投資成果をめざし

て運用を行いました。
ファンド全体のデュレーション（平均回
収期間や金利感応度）は中立から短めで
調整しました。年限別構成については、
中期ゾーンのアンダーウェイト・超長期
ゾーンのオーバーウェイトを基本に調整
しました。
債券種別構成については、投資家の資金
余剰感などを背景とした需給関係から、
国債以外の債券のスプレッド（国債に対
する金利差）は横ばい圏で推移すると判
断し、相対的にスプレッド妙味のある事
業債、円建外債およびＡＢＳのオーバー
ウェイト、スプレッド妙味の乏しい地方
債および政府保証債のアンダーウェイト
を維持しました。

  三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマ
ザーファンド
わが国を除く世界主要国の公社債を主要
投資対象とし、ベンチマークを中長期的
に上回る投資成果をめざして運用を行い
ました。期間を通じて債券の組入比率は
高位を維持しました。
債券デュレーション（平均回収期間や金
利感応度）は、金融政策の織り込み具合
等を注視しコントロールしました。
米国の債券デュレーションは期間を通じ
てベンチマーク比長めから中立でコント
ロールしました。欧州の債券デュレー
ションは期間の初めから2026年６月下旬

三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド
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三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

まで同短めとし、その後長めとしました。
欧州においては、欧州中央銀行（ＥＣ
Ｂ）の金融政策などを背景に国別配分を
コントロールしました。
ドイツは期間の初めから2025年７月末ま
でベンチマーク比中立としその後アン
ダーウェイト、フランスは期間の初めか
ら2025年９月まで同アンダーウェイトと
しその後は同中立からオーバーウェイト
でコントロールしました。イタリア・ス
ペインは、期間を通じて同中立からオー
バーウェイトでコントロール、オラン
ダ・ベルギーは、期間を通じて同中立か
らアンダーウェイトでコントロールしま
した。
カントリーアロケーション戦略（通貨配
分）では、景気の相対感等に着目し通貨
配分をコントロールしました。
米ドルは期間を通じて概ねベンチマーク
比アンダーウェイトとしました。ユーロ
は期間の初めから2026年１月まで同オー

バーウェイトとし、その後は同中立から
アンダーウェイトでコントロールしまし
た。カナダドルは期間の初めから2025年
８月まで同中立としその後アンダーウェ
イトとしました。中国元は期間の初めか
ら2026年２月まで同アンダーウェイトと
しその後同中立からオーバーウェイトで
コントロールしました。豪ドル・メキシ
コペソは期間を通じて同オーバーウェイ
ト、ノルウェークローネ・スウェーデン
クローナは期間を通じて概ね同オーバー
ウェイト、マレーシアリンギット・イス
ラエルニューシェケルは期間を通じて同
オーバーウェイトから中立でコントロー
ルしました。英ポンド・ポーランドズロ
チは機動的にコントロールしました。

  マネー・マーケット・マザーファンド
コール・ローン等短期金融商品を活用し、
利子等収益の確保をめざした運用を行い
ました。

三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド
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三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数は合成指数です。

（％）

2025/７/22 ～ 2026/７/22
0.0

5.0

10.0

15.0

ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第19期
2025年７月23日～2026年７月22日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 12,152

（注）  対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）  当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。
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三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケー
ション型バランスファンド
引き続き、国内の短期金利水準に応じて、
安定運用部分とバランス型運用部分の配
分比率を変更する方針です。バランス型
運用部分における各資産への配分比率は
従前通り基本の配分比率を維持する方針
です。

  三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマ
ザーファンド
今後も運用チームによる会社訪問も含め、
徹底的に企業分析を行います。
また、企業が営む事業のオーナーになれ
るかという視点から事業と経営者を評価
し、企業が事業から着実にキャッシュを
生み出す力を分析したうえで、（株主価
値＞株価）と判断される銘柄を選別して
まいります。
ＡＩデータセンター向け需要の拡大が見
込まれる半導体や周辺機器、エネルギー
需要の高まりを受けて恩恵が期待される
電力・インフラ関連分野などに注目しつ
つ、個別企業の競争力や構造改革などの
変化にも焦点を当てていきます。

  外国株式マザーファンド
株式等の運用にあたっては、ＪＰモルガ
ン・アセット・マネジメント（ＵＫ）リ

ミテッドに運用指図に関する権限を委託
し、超過収益の源泉を主として銘柄選択
におき、独自の企業調査に基づくボトム
アップの銘柄選択でアクティブ運用を行
います。
銘柄選択にあたっては、長期の企業収益
予想に基づくバリュエーション（株価評
価）モデルを用いる方針です。

  日本債券マザーファンド
安定した利子収益確保をめざし、債券組
入比率は引き続き高位を維持する方針で
す。
ファンド全体のデュレーションは、当面
ベンチマーク対比中立を基本に機動的に
リスク度合いを調整する方針です。
債券種別構成は、事業債、円建外債およ
びＡＢＳについて、ベンチマーク対比多
めの保有を維持する方針です。

  三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマ
ザーファンド
金利戦略においては、各国の景気動向に
加え、財政政策・金融政策を含む各種政
策や市場の内部要因が長期金利へ与える
影響を考慮し、デュレーションなどのコ
ントロールを行います。その中で、欧州
では各国の財政状況や政策対応などを重
視した銘柄選別に注力します。また、カ

三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド
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三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

ントリーアロケーション戦略においては、
各国のファンダメンタルズ状況や投資家
のリスク選好度を重視し、環境見通しの
変化に対応して調整を行う方針です。債
券の組入比率は高位を維持し、信用力の
高い国債中心の組み入れを維持する方針
です。

  マネー・マーケット・マザーファンド
日銀による金融市場調節方針の下、短期
金利は安定した推移を想定しています。
以上の見通しにより、コール・ローン等
への投資を通じて、安定した収益の確保
をめざした運用を行う方針です。

三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド
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三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

2025年７月23日～2026年７月22日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 134 0.660 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) ( 62) (0.302) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) ( 62) (0.302) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 11) (0.055) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 2  0.012  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (  2) (0.012) 
( 投資信託証券 ) (  0) (0.000) 
(先物・オプション) (  0) (0.000) 

(ｃ)有価証券取引税 2  0.012  (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (  2) (0.012) 
( 投資信託証券 ) (  0) (0.000) 

(ｄ)そ の 他 費 用 2  0.011  (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (  2) (0.008) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (  1) (0.004) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (  0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 140  0.695  

期中の平均基準価額は、20,352円です。
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三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は0.67％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比

率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.05％

その他費用
0.01％

運用管理費用（販売会社）
0.30％

運用管理費用（投信会社）
0.30％総経費率

0.67％
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○売買及び取引の状況 (2025年７月23日～2026年７月22日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド 4,993 31,616 207,029 1,298,342 

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 32,972 145,277 60,248 266,520 
日本債券マザーファンド 771,303 1,006,482 247,471 319,527 
外国株式マザーファンド 19,404 126,591 82,490 545,925 
マネー・マーケット・マザーファンド 1,181,005 1,210,601 28,789 29,532 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年７月23日～2026年７月22日) 

 

項 目 
当 期 

三菱ＵＦＪ 日本株 
アクティブマザーファンド 

外国株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 53,041,629千円 69,436,853千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 68,901,223千円 36,360,974千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.76   1.90   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年７月23日～2026年７月22日) 

 

＜三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 24,890 3,280 13.2 28,150 3,982 14.1 

平均保有割合 3.5%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

＜三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 60,637 5,289 8.7 57,686 7,128 12.4 

平均保有割合 4.7%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜日本債券マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 1,904 145 7.6 2,157 738 34.2 

平均保有割合 61.6%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

（注） 公社債には現先などによるものを含みません。 

 

＜外国株式マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 21,868 206 0.9 35,173 4,669 13.3 

平均保有割合 6.5%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜マネー・マーケット・マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 
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三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

 

＜三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 180 413 5,267 

 
 
 

 

＜日本債券マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
公社債 600 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,713千円 
うち利害関係人への支払額（B） 159千円 

（B）／（A） 9.3％   
 
（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、モルガン・スタンレー
ＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2026年７月22日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド 509,823 307,787 2,369,596 

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 564,808 537,532 2,448,514 

日本債券マザーファンド 3,314,604 3,838,437 4,889,401 

外国株式マザーファンド 406,514 343,428 2,461,143 

マネー・マーケット・マザーファンド 1,780,435 2,932,651 3,016,232 
 
 
 

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

○投資信託財産の構成 (2026年７月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド 2,369,596 15.5 

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 2,448,514 16.0 

日本債券マザーファンド 4,889,401 32.0 

外国株式マザーファンド 2,461,143 16.1 

マネー・マーケット・マザーファンド 3,016,232 19.7 

コール・ローン等、その他 91,477 0.7 

投資信託財産総額 15,276,363 100.0 
 

（注） 三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（56,807,197千円）の投資信託財産総額

（57,341,816千円）に対する比率は99.1％です。 

（注） 外国株式マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（31,764,328千円）の投資信託財産総額（32,018,275千円）に対する比

率は99.2％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝163.21円 １カナダドル＝115.70円 １メキシコペソ＝9.3792円 １ユーロ＝186.11円 

１イギリスポンド＝218.46円 １スイスフラン＝200.80円 １スウェーデンクローネ＝16.81円 １ノルウェークローネ＝16.95円 

１デンマーククローネ＝24.89円 １ポーランドズロチ＝42.9935円 １オーストラリアドル＝114.33円 １ニュージーランドドル＝95.12円 

１香港ドル＝20.81円 １シンガポールドル＝126.34円 １マレーシアリンギット＝39.8685円 100韓国ウォン＝11.0252円 

１ニュー台湾ドル＝5.0361円 １中国元＝24.1108円 １イスラエルシェケル＝53.5585円  

 

 



品 名：03_90003_250625_019_02_三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド_1112916.docx 

日 時：2026/9/4 11:34:00 

ページ：19 
 

― 19 ― 

三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年７月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 15,276,363,782   

 コール・ローン等 86,646,351   

 三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド(評価額) 2,369,596,529   

 三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド(評価額) 2,448,514,709   

 日本債券マザーファンド(評価額) 4,889,401,055   

 外国株式マザーファンド(評価額) 2,461,143,035   

 マネー・マーケット・マザーファンド(評価額) 3,016,232,430   

 未収入金 4,827,378   

 未収利息 2,295   

(B) 負債 62,497,423   

 未払解約金 13,172,558   

 未払信託報酬 49,030,744   

 その他未払費用 294,121   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 15,213,866,359   

 元本 7,094,520,569   

 次期繰越損益金 8,119,345,790   

(D) 受益権総口数 7,094,520,569口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 21,445円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 7,012,611,822円 

期中追加設定元本額 1,134,945,129円 

期中一部解約元本額 1,053,036,382円 

また、１口当たり純資産額は、期末2.1445円です。 

 

○損益の状況 (2025年７月23日～2026年７月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 391,408   

 受取利息 391,408   

(B) 有価証券売買損益 1,771,150,122   

 売買益 2,138,869,813   

 売買損 △  367,719,691   

(C) 信託報酬等 △   95,667,235   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,675,874,295   

(E) 前期繰越損益金 2,377,840,847   

(F) 追加信託差損益金 4,065,630,648   

 (配当等相当額) (  4,566,122,190)  

 (売買損益相当額) (△  500,491,542)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 8,119,345,790   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 8,119,345,790   

 追加信託差損益金 4,065,630,648   

 (配当等相当額) (  4,568,194,986)  

 (売買損益相当額) (△  502,564,338)  

 分配準備積立金 4,053,715,142   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2025年７月23日～ 
2026年７月22日 

費用控除後の配当等収益額 234,476,939円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 1,415,974,359円 

収益調整金額 4,568,194,986円 

分配準備積立金額 2,403,263,844円 

当ファンドの分配対象収益額 8,621,910,128円 

１万口当たり収益分配対象額 12,152円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

③「外国株式マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用として、信託財産に属す

る同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の45以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁しております。 
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三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

＊三菱ＵＦＪアセットマネジメントでは本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱

い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

投資信託約款に記載された「一般社団法人投資信託協会」を、「一般社団法人資産運用業協会」に記載変更を行いました。 

一般社団法人資産運用業協会設立準備法人を吸収合併存続法人、一般社団法人日本投資顧問業協会と一般社団法人投資信託協会を吸収合

併消滅法人として2026年４月１日付で合併し、「一般社団法人資産運用業協会」に名称を変更することとなったため、投資信託約款に所要の

変更を行いました。 

（2026年４月１日） 
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